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記
念
講
演

「
誰
も
が
安
心
し
て
　
差
別
の
な
い
地
域
で 

　 

暮
ら
せ
る
　
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

定
期
総
会
後
、
中
村　

雄
介

さ
ん（
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

暮
ら
し
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北

芝
）を
迎
え
、
講
演
会
を
行
い
ま

し
た
。

◆
役
員
紹
介

会
長山や

ま
ぞ
え添　
　
繁

し
げ
る

（
一
宮
支
部
長
）

副
会
長

向む
か
い

田だ　
卓た
く
司じ

（
津
名
支
部
長
）

栗く
り
や
ま山　
　
靖

や
す
し

（
岩
屋
支
部
長
）

坂さ
か

惠え　
正ま

さ
か
ず和

（
北
淡
支
部
長
）

織お
り

田た　
裕ひ

ろ
ゆ
き行

（
東
浦
支
部
長
）

淡
路
市
の
誕
生
と
と
も
に
歩
み

始
め
た
淡
路
市
人
権
教
育
研
究

協
議
会（
以
下
淡
路
市
人
教
）も

二
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
ま
し
た
。

二
〇
〇
五（
平
成
十
七
）年
六

月
十
四
日
、
淡
路
市
人
教
の
設

立
総
会
が
開
か
れ
、
初
代
会
長

と
し
て
平
田
國
雄
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
旧
五
町
で

取
り
組
ま
れ
て
き
た
成
果
を
も
と

に
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
べ
く「
人

権
文
化
」「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
新
た
な一歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

こ
の
二
十
年
間
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
人
口
減
少
、
少
子
・

高
齢
化
、
格
差
社
会
、
い
じ
め
・

不
登
校
・
子
ど
も
の
貧
困
、
気

候
変
動
、
自
然
災
害
、
コ
ロ
ナ
禍
、

ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
な
ど
、
枚

挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
な
か
に
あ
って
、
淡

路
市
人
教
は「
学
び
を
心
の
豊
か

さ
に
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

人
権
教
育
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

二
度
の
市
民
人
権
意
識
調
査

を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た「
人
権

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画（
一次
・
二

次
）」に
基
づ
き
、
住
民一人
ひ
と

り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
誰
も
が

生
き
が
い
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
標
に
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

二
十
年
、
年
齢
で
言
え
ば
二
十

歳
。
か
つ
て
は
二
十
歳
か
ら
成
人

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
谷
川
俊
太

郎
さ
ん
は
、「
成
人
の
日
に
」と
い

う
詩
の
中
で
、
大
人
に
な
る
た
め

に
は
、『
他
人
の
う
ち
に
自
分
と

同
じ
美
し
さ
を
み
と
め
／
自
分
の

う
ち
に
他
人
と
同
じ
醜
さ
を
み
と

め
』な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
優

し
く
そ
し
て
強
く
語
り
か
け
て
い

ま
す
。

淡
路
市
誕
生
か
ら
二
十
年
、一

人
ひ
と
り
が
谷
川
さ
ん
の
詩
に
あ

る
よ
う
に
、
自
分
と
他
人
の
な
か

に
美
し
さ
、
醜
さ
を
公
平
に
見
て

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
自

分
の
狭
い
思
い
込
み
を
捨
て
て
、

自
分
を
他
人
の
視
線
で
見
つ
め
る

力
を
磨
い
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
淡
路
市
人
教
を
支
え
て
い
た

だ
い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

５
月
22
日
㈭
淡
路
市
役
所
に

お
い
て
、
淡
路
市
人
教
定
期
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
活
動
方
針「『
学
び
』

を
こ
こ
ろ
の
豊
か
さ
へ
～
学
ぶ
こ

と
で
つ
な
が
り
、
つ
な
が
る
こ
と

で
さ
ら
に
学
び
、
学
ん
だ
こ
と

を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
～
」を

テ
ー
マ
に
行
政
、
学
校
、
地
域
と

連
携
し
て
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

設
立
二
十
周
年
に
思
う淡

路
市
人
教
会
長
　
山
添
　
繁

定
期
総
会
を
開
催

ワークショップの様子

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
若
者
た

ち
の「
こ
の
地
域
で
な
ん
か
し
た
い

ね
ん
」
と
い
う
声
か
ら
生
ま
れ
た

Ｙ
Ｄ
Ｐ（
やっ
た
る
で
い
プ
ロ
）、
子

ど
も
が
自
分
の
力
で「
だ
れ
か
の

た
め
に
な
る
こ
と
」「
自
分
の
未

来
の
た
め
に
な
る
こ
と
」
を
す
れ

ば
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
地
域
通
貨

「
ま
ー
ぶ
」
な
ど
、
誰
も
が
担
い

手
と
な
り
、
地
域
の
た
め
に
取
り

組
む
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
半
は
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、「
誰
か
に
や
っ

て
ほ
し
い
こ
と
」
と「
や
っ
て
あ
げ

ら
れ
る
こ
と
」を
書
き
、
マッ
チ
ン

グ
さ
せ
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。

講
演
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

持
つ
小
さ
な「
で
き
る
」を
持
ち
寄

れ
ば
、
ま
ち
の
課
題
が
解
決
で
き
、

本
人
の
生
き
る
力
に
も
な
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
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　地域・家庭・職場の中でお互いに信頼し合える関係づくりには、相手を尊重する人権意識が
大切です。淡路市人教は、多様な人々と出会い、「多様性を尊重できるまちづくり」をめざします。
　参加のお申し込みは、下記のお問い合わせ先へご連絡ください。

淡路市じんけんイベントのご案内

◆じんけん市民講座
開催日 場所・開催時刻 テーマ・学習内容 講　師

9月30日 ㈫

淡路市役所
2号館3階
大会議室

14時～ 16時

（分野）高齢者
「（仮）いきいき100歳体操の取組」

１００歳体操グループ・
淡路市役所地域福祉課

10月16日 ㈭ （分野）貧困
「（仮）若者の貧困」

認定 NPO 法人 D× P　
理事長　今井　紀明さん

11月19日 ㈬ （分野）平和
「（仮）ウクライナでの体験」

ジャーナリスト
玉本　英子さん

１月16日 ㈮ （分野）命
「（仮）震災を語り継ぐこと」

震災語り部 2 世
米山　未来さん

◆人権教育住民学習支援事業をご活用ください
淡路市人権教育研究協議会では、市民が主体となる人権学習を支援しています。
各種団体（町内会・老人クラブ・保護者会等）で集まる機会に、人権をテーマにした講演会や
DVD上映（DVDは市民人権課で貸出します）等を実施された場合、助成を行います。

【活用例】町内会の総会前に人権DVDを上映
30名利用　　研修時間45分（DVD35分＋視聴後に意見交換10分）
飲物代：（200円×30名）＋事務経費：1,000円
合計7,000円を助成

※事前にお問い合わせください。

◆女性のためのチャレンジ相談
開催日時 場所等 内　容 相談員

7月24日 ㈭
9月4日 ㈭

11月11日 ㈫
1月20日 ㈫
3月3日 ㈫

淡路市役所
①13：30～
②14：30～
③15：30～

（各50分）

あなたの一歩を応援します！
「再就職」、「起業」、「好きなことを
仕事にしたい」など何かにチャレン
ジしたい女性のための無料個別相
談です。

特定社会保険労務士
ニシモト事務所代表

西本　恭子さん

▽▼お知らせ▲△
市民人権課　人権推進係は、

「淡路市役所1号館2階」にあります。

■問い合わせ先
	 淡路市市民生活部市民人権課人権推進係
	 〒 656-2292　淡路市生穂新島８番地
	 電　　話	 0799-64-2521
	 Ｆ Ａ Ｘ	 0799-64-2565
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HYOGO ヒューマンライツ 
作品コンテスト募集

■応募締切
　令和7年9月５日㈮ [ 当日消印有効 ]
■募集内容
人の優しさや思いやり、支え合うことのすばら
しさなどを表現した作品を募集します。兵庫
県内在住、在勤、在学（プロを除く）の方で、
未発表の自作の作品に限ります。
⃝文芸部門（小説・童話・手記・作文・詩）
⃝動画部門（15～30秒以内の動画）
⃝イラスト部門
　　　　　（ハガキサイズからA4サイズまで）

■問い合わせ
〒650-0003
神戸市中央区山本通４丁目22番15号
（公財）兵庫県人権啓発協会
☎０７8-２4２-5355　FAX 078-242-5360
Eメール　info@hyogo-jinken.or.jp

【全国一斉「こどもの人権相談」強化週間】 

「こどもの人権110番」
　「いじめ」、体罰、児童虐待など、こどもをめ
ぐる様々な人権問題について、電話相談を受け
ます。

令和7年８月27日㈬～ 9月2日㈫ 
午前８時３０分～午後７時まで 

（ただし、30日・31日は午前１０時から午後５時まで）

☎0120 -００7-11０（全国共通・無料） 
◎相談は無料　秘密は厳守します。

●担当者　人権擁護委員、法務局職員
●内　容　学校における「いじめ」、体罰、児

童虐待など、こどもをめぐる様々な
人権問題

●問い合わせ  神戸地方法務局人権擁護課
　　　　　　  ☎078-392-1821

※上記の期間以外は、㈪～㈮の午前８時３０分～午
後5時15分まで電話相談を受けています。

日
時　

令
和
７
年
７
月
19
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

昼
の
部　
13
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

夜
の
部　
18
時
～

場
所　
淡
路
市
立
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ホ
ー
ル

入
場
無
料

申
込
不
要

見終わった時、生きることが少し楽になる、心に優しい物語です。

第19回淡路市人権シネマの集い
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手
話
は
、
ろ
う
あ
者

が
日
常
使
用
し
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

手
話
や
、
ろ
う
あ
者
の

生
活
等
を
紹
介
し
ま
す
。

『
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
11
月
15
日
か
ら
26
日
ま
で

の
12
日
間
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
国

際
的
な「
き
こ
え
な
い
、
き
こ

え
に
く
い
人
の
た
め
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」で
す
。
国
際
手
話
の

ほ
か
、
ス
タ
ー
ト
ラ
ン
プ
や
旗

な
ど
を
使
っ
た
視
覚
に
よ
る
情

報
保
障
が
特
徴
で
す
。
選
手
は

「
補
聴
器
」な
ど
を
外
し
た
状
態

で
聞
こ
え
る
音
声
が
55
デ
シ
ベ

ル（
普
通
の
声
で
の
会
話
が
聞

こ
え
な
い
レ
ベ
ル
）を
超
え
て

お
り
、各
国
の「
ろ
う
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
」に
登
録
さ
れ
て
い
る

選
手
で
記
録
、
出
場
条
件
を
満

た
し
た
人
が
参
加
で
き
ま
す
。

会
場
に
入
っ
た
ら
選
手
た
ち

は
、
試
合
の
時
も
練
習
の
時
も

補
聴
器
な
ど
聞
こ
え
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
器
具
を
身
に
つ
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら

選
手
同
士
が「
耳
の
聞
こ
え
な

い
立
場
で
公
平
に
プ
レ
ー
す

る
」た
め
だ
か
ら
で
す
。

淡
路
市
か
ら
も
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
観
に
行
く
方
や
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
さ
れ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

「
わ
ん
ぽ
い
ん
と
手
話
」で
は
、

今
回
か
ら
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

つ
い
て
連
載
し
ま
す
。

あと少しで到着六年生を中心に活動する様子

【
い
の
ち
を
大
切
に
し
、

笑
顔
で
輝
く
学
校
】

多
賀
小
学
校
は
、
明
治
七

年
に
設
立
さ
れ
、
昨
年
百
五
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
学
校
教

育
目
標
に「
い
の
ち
を
大
切
に

し
、
笑
顔
で
輝
く
学
校
」
を
掲

げ
、
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
、

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。

す
ぐ
隣
に
は
、
日
本
最
古
の

神
社
の
ひ
と
つ
で
あ
る
伊
弉
諾

神
宮
が
あ
り
、
毎
日
参
拝
客

で
に
ぎ
わ
い
な
が
ら
も
、
穏
や

か
な
空
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
も
学
校
の
教
育
活

動
に
協
力
的
で
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
温
か
く
見
守
っ
て
く

だ
さ
って
い
ま
す
。

児
童
同
士
の
つ
な
が
り
は
強

く
、
学
年
を
超
え
て
仲
良
く

助
け
合
う
姿
が
日
常
の
風
景
と

な
って
い
ま
す
。
少
人
数
な
ら
で

は
の
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、

異
年
齢
の
交
流
が
自
然
に
生
ま

れ
、
思
い
や
り
の
心
が
育
ま
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性

や
学
び
の
進
度
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
指
導
が
で
き
る
の
も
、

多
賀
小
学
校
の
大
き
な
特
長
で

す
。
誰
も
が
主
役
に
な
れ
る
環

境
の
中
で
、
自
分
ら
し
く
、
の

び
の
び
と
学
び
、
成
長
し
て
い

ま
す
。
四
月
に
は
、
毎
年
恒
例

の
遠
足
で
多
賀
の
浜
ま
で
徒
歩

で
出
か
け
ま
し
た
。
六
年
生
が

考
え
た
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
た
り
、

砂
浜
に
落
ち
て
い
る
貝
殻
を
集

め
た
り
し
な
が
ら
、
ど
の
子
も

心
ゆ
く
ま
で
潮
風
を
感
じ
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
と
歴
史
、
そ
し

て
温
か
い
人
々
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、

多
賀
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、

今
日
も
笑
顔
で
学
び
続
け
て
い

ま
す
。

協
力
：
淡
路
聴
力
障
害
者
協
会
　
手
話
サ
ー
ク
ル
津
名

両手親指と人差し指
で輪を作り、向かい
合わせるようにして、
交互に２回つける。

「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
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日
頃
は
人
権
推
進
事
業
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。人
権
啓
発
部
署
へ
配
属
さ
れ

て
早一年
四
か
月
。人
権
啓
発
を
推
進
す

る
担
当
者
の
目
線
で
記
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

市
民
の
方
々
が
人
権
啓
発
事
業
に
接

す
る
機
会
と
し
て
は
、講
演
会
、人
権

映
画
、市
民
講
座
、住
民
学
習
支
援
事

業
と
し
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
な

ど
が
あ
り
ま
す
。兵
庫
県
は
、

全
国
で
唯
一
独
自
で
人
権
啓

発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
毎
年
制
作
し
て

い
ま
す
。令
和
七
年
度
の
推

奨
作
品
は『
あ
な
た
の
い
る

庭
』で
す
。「
こ
ど
も
」「
社
会

的
擁
護
」が
テ
ー
マ
で
す
。

人
権
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
の
大

切
な
視
点
と
し
て
は
、①
新
た
な
気
づ

き
が
あ
っ
た
の
か
②
す
べ
て
の
人
権
課

題
を
他
人
事
と
せ
ず
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
何
か
③
周
り
が
幸
せ
と
感
じ

ら
れ
る
た
め
に
自
分
に
何
が
で
き
る
の

か
④
学
ん
だ
こ
と
が
日
常
生
活
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
⑤
正
し
く
知
る
事
が

人
権
課
題
の
解
決
に
必
要
で
あ
る
こ
と

を
認
識
で
き
た
か
、な
ど
で
す
。

私
の
好
き
な
作
品
に『
く
ぅ
と
し
の
』

が
あ
り
ま
す
。こ
の
作
品
は
、認
知
症
の

犬
と
介
護
猫
の
実
話
を
元
に
し
た
作
品

で
す
。思
い
や
り
や
支
え
合
い
の
精
神
、

生
命
の
尊
重
、動
物
愛
護
、友
人
へ
の
敬

愛
、テ
ー
マ
は
と
て
も
深
い
で
す
。大
切

な
人
が
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

あ
な
た
は
何
を
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。

啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
時
間

は
三
十
分
程
度
の
作
品
が
多

い
で
す
が
、私
が
こ
れ
ま
で

視
聴
し
た
作
品
に
は
き
っ
ち

り
と
胸
を
撃
た
れ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、か

す
っ
た
程
度
で
は
な
く
、命

中
で
す
。し
か
も
回
数
を
重

ね
て
視
聴
し
て
も
や
っ
ぱ
り

感
動
し
ま
す
。人
そ
れ
ぞ
れ
で
感
じ
方
は

異
な
る
の
で
、そ
ん
な
こ
と
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、ぜ
ひ
試
し
に
地
域
や
グ

ル
ー
プ
の
方
々
と一緒
に
ご
視
聴
く
だ
さ

い
。人
権
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
通
し
て
、誰
か
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
、今
度
は

自
分
が
誰
か
を
！
そ
ん
な「
前
向
き
な一

歩
」に
繋
が
る
き
っ
か
け
を
こ
れ
か
ら
も

お
届
け
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「人権DVD作品視聴を
お勧め！」

№ 75

淡路市市民人権課 梶屋　直司

東浦中学校3年 中村　帆花特選 嫌（や）な自分　過去に向かって　巴投げ
東浦中学校3年 高島　沙綺入選 教室で　ちゃんと輝く　私色
一宮中学校1年 中山　紗彩入選 寄り添って　目指そう心の　バリアフリー
岩屋中学校2年 塚本　麻友乃入選 その投稿　削除できない　デジタルタトゥー
北淡中学校2年 望月　桃羽佳作 勇気出し　さし出すその手が　いじめゼロ
津名中学校1年 新田　理奈佳作 多様性　誰もが輝く　一番星
一宮中学校2年 尾﨑　美心佳作 話す時　スマホじゃなくて　目を見よう
津名中学校1年

東浦中学校PTA

酒井　彩羽

安賀　沙奈英

佳作

佳作

守り合おう　個性豊かな　その花を

ひとりじゃない　必ず味方は　そばにいる

一宮中学校3年

津名東小学校PTA

津名東小学校4年

中田小学校PTA

羽坂　保純

高田　天志

長野　斗哉

石間　朋子

佳作

佳作

佳作

佳作

生きている　たったそれだけ　未来がある

「アカン子」と　言わず教える　「アカン事」

やさしさは　太陽より　ぽっかぽっか

考えよう　投げる言葉と　受け取る気持ち

【小学校・中学校の部】

【高等学校・一般・PTAの部】

２０２４ 人 権 標 語２０２４ 人 権 標 語
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「
ジ
ユ
ウ
ミ
ン
ガ
ク
シ
ユ
ウ
」

（
住
民
学
習
）

㋐㋑㋒㋓㋔㋕㋖㋗
★８文字（ア～ク）でできる言葉が答えです。

クロスワードクイズクロスワードクイズ【タテのカギ】
①SNS事業者に対し、誹謗（ひぼう）中傷な
どの投稿への迅速な対応を義務づける法
律の略称で、本年４月に施行された

②寝ようとする時、寝てまもなくのこと　　
〇〇な

③地震の大きさを表す単位の１つ
④サケ科の淡水魚
　英語でレインボートラウト
⑤世話をして成長させる　保〇
⑥〇〇科の１年生植物　高さ約１メートルで
中央アジア原産　繊維から糸・織物を作る
種子から「〇〇ニ油」を取る

⑦たいまつ、かがり火
⑧魅力によって人の心をひきつけ、まどわせ
ること
⑨シャリ（酢飯）とネタ（主に魚介類）を組み合
わせた和食のこと
⑩お互いに親しく、共に活動や交流をして、助
け合う関係にある人

【ヨコのカギ】
①その時の商品としての価格
②ねじの頭の溝に当てて回し、ねじをはめ込
んだり抜き取ったりする道具
④航空機が互いに接触しそうになる、または
危険なほど接近すること

⑪湖や沼などに浮かんでいる島のようなもの
泥炭や植物の枯れたものなどの集まりで、
植物が生えている場合もある

⑫笑点の司会者、春〇亭昇太
⑬世界で初めて宇宙に行った犬
⑭気に入ること、心惹かれること
⑮練習のために本式の場合と同じ形式で行
うこと
⑯物事の状態や、人との関係、または自分の
内面の感覚が、望ましい状態にあること

　〇〇〇んじ
⑰人に合図を送るために、片目をまばたかせ
ること
⑱西郷隆盛の飼っていた犬の名前
　銅像になっている

ヒント→表紙にでています

◆クイズの答え、住所・氏名・年齢（学
年）とご意見・ご感想・イラストな
どをハガキもしくはＱＲコードから
ご応募ください。正解者の中から
抽選で図書カードをプレゼントします。

【あて先】〒656-2292　淡路市生穂新島８番地
　　　　　淡路市 市民人権課 クロスワードクイズ 係
【しめきり】2025年9月1日㈪（当日消印有効）
※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

第74号
の答え



事
務
局

淡
路
市
役
所
市
民
生
活
部
市
民
人
権
課

〒
656-2292

淡
路
市
生
穂
新
島
８
番
地

TEL 0799-64-2521  FA
X 0799-64-2565

e-m
ail：

aw
aji_jinken@

city.aw
aji.lg.jp

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。


